
身体拘束廃止を目指して！！ 

 

当院では、患者様の尊厳を守り、安全で質の高い医療を提供することを目指

します。 

身体拘束は、患者の身体的・精神的な自由を奪うだけでなく、身体機能の低

下や認知症状の悪化を招くなど、多くの弊害を伴います。当院では、緊急や

むを得ない場合を除き、原則として身体拘束を行わない医療の提供に、医

師・看護師をはじめ、病院全体として取り組むことを表明します。 

 

1. 身体拘束を限りなくゼロに近づけるように病院全体で取り組みます。 

2. 人としての権利・尊厳を尊重し、思いやりのあるケアの実践に努めます。 

3. 身体拘束の実施状況の把握と職員への周知をおこないます。 

4. 身体拘束を最小化するための指針の作成と見直しを行います。 

5. 身体拘束の最小化に関する研修を年 2 回以上おこない、職員の教育に努め

ます。 

6. 常に開かれた医療・看護を目指します。 
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